
カ
ル
テ
（
診
療
録
）
は
個
人
の
病
気
の
記
録
で
あ
る
が
、
受
診
当

時
の
医
学
・
医
療
の
水
準
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
級
史
料
で
も
あ

る
。
明
治
時
代
と
現
代
と
を
比
較
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
変
化

が
あ
る
。毛

筆
書
き
ｌ
・
ヘ
ン
書
き

縦
書
き
ｌ
横
書
き

ド
イ
ツ
語
ｌ
英
語
・
日
本
語

自
費
Ｉ
保
険

熱
型
表
は
体
温
を
赤
線
で
、
脈
榑
を
青
線
で
記
す
場
合
と
そ
の
逆

に
体
温
を
青
線
で
、
脈
榑
を
赤
線
で
示
す
場
合
が
あ
る
。
寺
畑
喜
朔

氏
は
第
八
一
回
本
総
会
で
「
金
沢
に
お
け
る
明
治
初
期
の
体
温
表
」

と
し
て
、
明
治
九
年
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
指
導
の
も
と
の
体
温
表
を
示
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
も
の
と
大
差
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
は
じ
め
西
欧

の
そ
れ
が
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
定
着
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

近
代
日
本
に
お
け
る
診
療
録
の
歴
史

長
門
谷
洋
治

妄
勾
ノ
Ｏ

旧
医
師
法
で
は
診
療
録
の
保
管
期
限
を
十
年
間
と
し
て
い
た
が
、

昭
和
八
年
よ
り
五
年
間
に
改
正
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
付
言

す
れ
ば
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
。
フ
ト
）
の
保
管
期
限
も
五
年
間
で

あ
る
。
カ
ル
テ
は
作
成
後
、
時
日
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
利
用
率
が

落
ち
て
く
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
な
に
よ
り
も
保
管
・
管
理
の
問
題
か

ら
、
古
い
カ
ル
テ
は
一
定
期
間
後
廃
棄
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し

一
部
の
病
院
で
は
近
時
病
歴
管
理
が
そ
の
専
門
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
退
院
カ
ル
テ
は
永
久
保
存
な
い
し
マ
イ
ク
ロ
化
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
個
人
の
検
査
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
イ
ン

プ
ッ
ト
し
て
お
く
こ
と
な
ど
も
、
老
人
保
健
法
の
施
行
（
昭
．
五
八
）

後
と
く
に
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
他
方
カ
ル
テ
は
統
計
的
な
処
理
を

行
っ
た
の
ち
は
法
定
期
限
後
、
廃
棄
処
分
す
る
の
も
や
む
を
え
な
い

と
の
意
見
が
あ
り
、
ま
た
各
個
人
に
返
却
す
る
の
が
よ
い
と
す
る
論

者
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
廃
棄

に
踏
み
き
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
移
転
と
か
、
改
築
、
あ
る
い

は
担
当
者
の
異
動
な
ど
を
機
に
一
挙
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

廃
棄
の
さ
い
に
は
医
学
的
に
重
要
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
の
カ
ル
テ
の

他
に
、
い
わ
ゆ
る
有
名
人
の
カ
ル
テ
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
保
存
さ
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私
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
、
第
七
回
日
本
診
療
録
管
理
学
会
（
大
阪

市
）
に
お
い
て
『
診
療
録
に
み
る
先
人
の
足
跡
』
な
る
講
演
を
す
る

機
会
を
得
た
が
、
そ
の
さ
い
各
方
面
の
ご
協
力
で
戦
前
を
中
心
と
し

た
い
く
つ
か
の
カ
ル
テ
を
拝
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
う
ち

の
代
表
的
な
も
の
二
、
三
を
簡
単
に
紹
介
す
る
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
）
。

①
大
阪
市
立
桃
山
病
院
明
治
二
十
年
創
始
の
大
阪
市
の
伝
染
病

院
。
明
治
二
十
八
年
こ
ろ
よ
り
戦
後
初
期
に
至
る
間
の
約
二
十
八
万

件
の
カ
ル
テ
が
病
名
別
・
年
別
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
伝
染

病
学
史
の
宝
庫
で
あ
る
（
橋
本
博
氏
の
好
意
に
よ
る
）
。

②
京
都
市
で
耳
鼻
咽
喉
科
医
で
あ
っ
た
戸
田
徐
作
氏
が
大
正
八

年
、
開
業
し
た
当
初
の
カ
ル
テ
数
十
枚
。
患
者
中
に
花
柳
章
太
郎
氏

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
有
名
人
は
後
世
、
病
跡
学
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
さ
い
カ
ル
テ
は
有
力
な
情
報
源
で
あ
る
。
元

来
、
カ
ル
テ
内
容
は
一
般
に
公
開
さ
れ
な
い
の
が
通
常
だ
が
、
一
案

と
し
て
法
定
保
存
期
限
後
五
十
年
経
て
ば
、
あ
る
程
度
オ
ー
プ
ン
に

し
て
も
よ
い
の
で
な
い
か
。
と
く
に
上
述
の
有
名
人
の
場
合
は
公
開

が
望
ま
れ
る
（
た
と
え
ば
新
聞
に
そ
の
死
亡
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に

つ
い
て
）
。

の
名
も
あ
る
（
横
村
庄
三
郎
氏
ら
の
好
意
に
よ
る
）

③
日
赤
中
央
産
院
（
東
京
都
）
大
正
十
一
年
開
院
第
一
号
分
娩
者

の
カ
ル
テ
（
同
院
で
は
の
ち
に
久
慈
直
太
郎
氏
が
昭
和
三
十
六
年
ま
で
の
三

十
九
年
間
の
全
入
院
例
の
統
計
・
解
析
を
行
い
『
近
代
産
科
学
の
変
遷
』
と

し
て
出
版
し
た
）
（
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
の
提
供
）
。

④
聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
（
大
阪
市
）
昭
和
三
年
（
同
院
が
西
区
か
ら
現

在
地
の
天
王
寺
区
へ
移
っ
た
年
）
の
分
娩
記
録
簿
、
外
人
の
医
師
・
看

護
婦
・
患
者
名
が
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
の
同
記
録
も
提
供
さ
れ
上
述
の
も
の
と
対
比
で
き

た
（
山
村
博
三
氏
の
好
意
に
よ
る
）
。

⑤
金
沢
陸
軍
病
院
昭
和
十
九
年
の
入
院
患
者
カ
ル
テ
。
日
本
語

縦
書
き
、
模
範
的
と
も
い
え
る
記
述
。
病
名
分
類
番
号
、
在
院
日
数

な
ど
が
記
載
さ
れ
、
病
院
長
の
査
閲
ず
象
印
も
あ
り
、
現
在
の
病
歴

管
理
の
水
準
に
比
肩
し
得
る
。
臨
床
検
査
の
面
で
も
当
時
の
軍
隊
が

先
駆
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
同
カ
ル
テ
よ
り
も
判
る
。
な

お
同
病
院
の
後
身
、
国
立
金
沢
病
院
初
期
の
カ
ル
テ
、
お
よ
び
戦
前

の
金
沢
医
大
入
院
患
者
カ
ル
テ
も
提
供
を
受
く
（
寺
畑
喜
朔
氏
の
好
意

に
よ
る
）
。

⑥
明
治
二
十
二
年
、
和
歌
山
県
大
島
沖
で
遭
難
し
た
ト
ル
コ
軍
艦
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最
後
に
日
食
ど
こ
か
で
廃
棄
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
人
類
の
病
気
と
の

闘
い
の
記
録
で
あ
る
、
こ
の
世
に
唯
一
無
二
の
カ
ル
テ
が
、
た
と
え

一
部
分
で
も
保
管
さ
れ
る
『
診
療
録
資
料
館
』
の
ご
と
き
も
の
が
創

始
さ
れ
、
貴
重
な
遺
産
が
研
究
者
の
便
に
供
さ
れ
る
こ
と
を
望
朶
た

い
ｏ

（
大
阪
府
豊
中
市
皮
膚
科
開
業
）

の
乗
組
員
負
傷
者
の
診
断
書
。
病
状
↑
処
置
・
予
後
な
ど
に
つ
い
て

記
し
て
あ
る
。
三
十
三
通
（
梅
渓
昇
氏
の
好
意
に
よ
る
）
。

⑦
明
治
二
十
二
年
日
本
生
命
創
業
初
期
の
健
康
診
査
に
関
す
る

書
類
。
当
時
同
生
命
の
診
査
医
で
、
そ
の
後
第
一
生
命
を
創
始
し
た

矢
野
恒
太
署
名
入
り
の
書
類
も
あ
る
（
日
本
生
命
医
務
部
提
供
）
。

そ
の
他
容
篭
書
（
診
断
書
）
、
死
亡
診
断
書
、
手
術
記
録
、
手
術
承

諾
書
、
処
方
菱
な
ど
が
参
考
と
な
る
。

わ
た
し
た
ち
の
精
神
科
医
療
史
研
究
会
所
蔵
資
料
に
『
癩
澗
狂
弁
』

一
冊
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
医
学
館
」
と
す
り
こ
ま
れ
た
罫
紙
に
か
か

れ
た
癩
澗
狂
に
関
す
る
小
論
二
二
篇
を
と
じ
た
も
の
で
、
表
紙
に

「
艤
滴
狂
弁
」
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
の
名
は
、
あ
と
か
ら
同

一
人
の
筆
で
書
き
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
順
に
あ
げ
る
と
、
塩
田
孝
昭

〔
？
〕
、
吉
田
松
庵
、
田
村
長
□
（
虫
食
い
）
、
小
森
西
清
、
古
田
休

電
、
坂
本
養
禎
、
桂
川
甫
悦
、
岡
田
昌
春
、
藤
本
立
〔
？
〕
運
、
井
上

齢
番
、
赤
松
久
安
、
谷
邊
玄
殊
〔
？
〕
、
吉
田
周
禎
、
多
紀
安
琢
で
、

残
り
の
篇
に
は
名
が
は
い
っ
て
い
な
い
。

こ
の
う
ち
桂
川
甫
悦
は
、
桂
川
家
六
代
甫
賢
國
寧
の
三
男
と
し
て

一
八
三
五
年
（
天
保
六
年
）
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
國
謙
、
の
ち
次

謙
。
講
武
所
に
は
い
り
、
藤
澤
家
を
つ
ぎ
、
維
新
の
こ
ろ
に
は
陸
軍

江
戸
医
学
館
の
考
試
弁
耆

『
臓
燗
狂
弁
』
に
つ
い
て

Ｉ
当
時
の
精
神
病
学
説
を
み
る
Ｉ

岡
田
靖
雄
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